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72)vonRecklinghausen母斑症に左内頚動脈

(C3)狭窄,左椎骨動脈閉塞および 右内頚

動脈癖を伴い,左後頚部に巨大血腫を形成
した 1例

莞蓑田葦歪 '.宗禁 垂宗 (鮎 歪外志 学)

VonRecklinghausen母斑症は.中腫葉 ･外腫糞系

の形成異常を示す遺伝性疾患で,時に特異な血管性病変

を伴う.今回我々は,28才女性で,左後頚部の巨大血腫

にて発症し脳血管写にて左内頚動脈 (C3)狭窄及びモヤ

ヰヤ現象,左椎骨動脈の環椎レベルでの閉塞および右内

頚動脈癖を合併していた症例を経験した. vonReck-

1inghausen母斑症にこのような血管病変を合併した報

告は,Hilal(1971年)以来文献上43例である.また本

例の出血源について,血腫に臨接した後頭骨に欠損を認

め,腫癌や巨大動脈痛なども考えられるが,骨欠損が頭

蓋骨形成不全で,偶々後頭動脈等の破綻にて血腫を形成

した可能性もある.

73)モヤモヤ現象を伴なう中大脳動脈閉塞に

前脈絡動脈末梢部動脈痛 ･脈絡叢血管腫

を合併 し,脳室内出血で発症 した 2例
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我々は,中大脳動脈閉塞にモヤモヤ現象を伴ない,節

脈絡動脈末梢部動脈癖,脈絡叢血管腫を合併した 2成人

例を経験した.2例とも脳室内出血で発症した.発症時

血管写では,中大脳動脈閉塞とモヤモヤ現象を認めたが,

動脈痛は認められなかった.その後の血管写,CTで前

脈絡動脈末梢の動脈痛,脈絡叢血管腫が疑われ,直達手

術を行なった.2例とも,側脳室上衣下実質内に動脈痛

を.側脳室脈絡叢に血管腫を認め,両者を摘出した.動

脈痛は病理学的に仮性動脈痛であった.

以上の2例から,モヤモヤ現象における出血の様式,

合併動脈癖の位置づけについて考察し,又,脈絡叢血管

腫合併の意味について私見を述べた.

74)特異な血管写所見を呈 した

脳血管奇形の 1例
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症例は26才男性.登山中,頭痛 ･左不全片麻痔をきた

693

して当科へ搬送された.CTスキャンにて右前頑 ･頭頂

部に皮質下血腫を認めた.右 CAG では,右大脳半球

にびまん性に拡がる A-Ⅴ シャントと豊富な medu-

1laryvesselを認めた.発症より13日後血腫除去術を

施行し,脳表に redveinを認めた.

自験例は,豊富な medullaryvesselを伴 うA-Ⅴ

シャントが右大脳半球にぴまん性に拡がっている点が特

異的で,通常の AVM とは様相が異なっており,興味

ある1例と思われた.

75)嵩隆部脳表にモヤモヤ血管の発達を

認めた中大脳動脈分枝閉塞の 2症例

金山垂明 .桑原 健次 (&戸志蒜歪冥%)岩崎隆雄
中大脳動脈分枝の閉塞に伴ない,脳表にモヤモヤ血管

の発達をみた minorstrokeの 2例 (58才男,58才女)

を経験した.脳血管写上の共通所見は,㊨ -側の Ml

狭窄とその分枝閉塞そして側副路として発達した脳表の

モヤモヤ血管 ② 内軸 ･椎骨脳底動脈系に多発性狭窄

閉塞 (内頚動脈終末部の変化は軽度)④ basalmoya-

moya ④ 豊富な軟膜血管吻合 ㊥ レンズ核線状休動

脈の発達であった.

中大脳動脈閉塞分枝に対しては,開存皮質枝からモヤ

モヤ血管が発達し閉塞分枝-のよい側副路として働き,

これは通常みられる軟膜血管吻合の一つの型とも考えら

れるが,上述の④,㊥ などモヤモヤ病と共通点もみら

れ興味ある症例である.

76)中大脳動脈閉塞症における局所的血流の

検討
上野 一義 ･井原
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中大脳動脈閉塞症のうち皮質梗塞の CT上の LDを

Detectorをつけた頭蓋レ線写上に投影することによ り

Detecterを梗塞巣の中心部,梗塞巣,周辺部,正常部

にかかるものに分け,その平均値を検討し以下の結果を

得た.

1)部位別に血流量に差はみられなかった.

2)血行は発症 2週間後に低下し4週間後には増大す

る傾向がみられた.

3)Recanalization後に intracerebralstealが解

消される例がみられた.

4)予後不良例と良好例では発症3日後までの血流で

は差がみられなかったが,1カ月後では良好例が血流量

が多くなっていた.


